
第５７８号 町 内 新 聞 令和３年６月１日

町
内
新
聞

発
行
責
任
者

普
門
茂
之

編
集
責
任
者

楠
木
忠
司

一部 50円
年間 500円
送料 100円
年間 1,000円

花尻晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
25
日

㈰
、
午
後
３
時
よ
り
町
内
会
三

役
・
理
事
及
び
各
団
体
代
表
約

50
人
が
出
席
し
て
、
き
き
ょ
う

公
園
で
令
和
３
年
度
町
内
会
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
受
付
で
検
温
と
消

毒
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
は
、
板
野
副
会
長
が
司

会
を
務
め
て
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
役
員
を
代
表
し
て
普

門
町
内
会
長
よ
り
挨
拶
。

続
い
て
、
則
武
市
議
よ
り
来

賓
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
先
ず
は
令
和

２
年
度
の
事
業
報
告
が
普
門
町

内
会
長
よ
り
、
決
算
報
告
が
太

田
会
計
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
令
和
３
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
論
に
な
っ
た
点
と
し
て
は
、

「
役
員
の
在
り
方
」
で
し
た
。

体
協
役
員
の
在
り
方
が
課
題
と

な
り
、
後
日
、
会
議
で
議
論
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
役
員
改
選
の
総
会
で

あ
り
、
副
会
長
４
人
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
約
１
時
間
で
終
わ
り

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
新
理
事
及
び
各

団
体
代
表
者
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

令
和
３
年
度

町
内
会
総
会
を
開
催

公
園
で
行
わ
れ
た
総
会
に
約
50
人
が
参
加

令
和
３
年
度

町
内
会
三
役
名

会

長

普
門

茂
之
（
再
）

み
ど
り
町

副
会
長

熊
代

郁
己
（
新
）

本

町

副
会
長

長
櫓

賢
治
（
新
）

あ
か
ね
町

副
会
長

松
島

巌
（
新
）

き
き
ょ
う
町

副
会
長

森
安

英
夫
（
新
）

み
ど
り
町

会

計

太
田

均
（
再
）

あ
か
ね
町

HP
担
当

板
野

吉
浩
（
再
）

本

町

並
ん
で
受
付
を
行
う
参
加
者
の
皆
さ
ん

晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
で
の
町
内
会
総
会

５
月
５
日
㈷
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
テ
ン
ト
を
張
り
、

予
定
通
り
午
前
10
時
よ
り
宮
総

代
を
は
じ
め
、
各
団
体
役
員
13

人
が
出
席
し
、
春
ま
つ
り
の
神

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

長
櫓
定
雄
宮
総
代
の
挨
拶
に

続
き
、
宮
司
の
森
英
志
さ
ん

（
あ
か
ね
町
）
よ
り
祝
詞
が
奏

上
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
玉
串
奉
奠
。

森
さ
ん
よ
り
出
席
者
一
人
ひ

と
り
に
玉
串
が
渡
さ
れ
、
二
礼

二
拍
手
一
礼
を
行
い
、
お
供
え

し
ま
し
た
。

神
事
は
約
20
分
で
終
わ
り
、

そ
の
後
、
間
隔
を
開
け
て
車
座

に
な
り
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
、

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
色
々
な

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

雨
の
中
、
テ
ン
ト
張
り
や
神

事
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た

宮
総
代
の
皆
さ
ん
、
出
席
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

神事終了後は車座に座り雑談

雨
の
中
、
春
ま
つ
り
は
神
事
の
み
行
う

今
年
の
夏
ま
つ
り
は
中
止

岡
山
市
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
今
年
の
夏
ま
つ
り
も
感
染

防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
ま
す
。

祝
詞
奏
上
を
行
う
森
英
志
さ
ん

雨のためテントを張っての神事

町内の皆様へお願い

子ども会資源化物回収を

次のような日程で行います

ので、宜しくお願い致しま

す。

なお、午前10時前には目

の付く場所にお出し下さい。

Ｒ３． ６．19㈯

Ｒ３． ９．18㈯

Ｒ３．11．27㈯

Ｒ４． ２．19㈯

※雨天の場合は、次の週の

土曜日になります。

５月に行う予定だっ

た「防犯パトロール」

「堤防の草刈り」

「町内一斉清掃」は

コロナウイルス感染

拡大のため、中止と

しました。

なお、岡山市の避

難所におけるコロナ

ウイルス感染防止策

については裏面に掲

載していますので、

ご一読下さい。

皆さんコロナ感染

防止を徹底して下さ

い！



５
月
19
日
㈬
、
新
た
に
建

設
さ
れ
る
今
保
と
白
石
地
区

の
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
安

全
祈
願
祭
が
コ
ロ
ナ
禍
で
、

人
数
を
絞
り
（
岡
山
市
と
業

者
、
下
水
道
企
業
団
の
職
員

14
人
が
参
加
）
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
は
川
入
八
幡
宮
の

田
井
宮
司
が
務
め
、
工
事
の

進
捗
と
安
全
を
祈
願
し
、
約

30
分
で
終
わ
り
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
運
転
開
始
に

向
け
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

第５７８号 町 内 新 聞 令和３年６月１日

４
月
20
日
㈫
、
花
尻
親
和
会

会
員
９
名
は
、
朝
６
時
30
分
よ

り
き
き
ょ
う
公
園
と
あ
か
ね
公

園
に
除
草
薬
を
撒
布
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に

除
草
薬
と
撒
布
す
る
ポ
ン
プ
器

具
を
積
み
込
み
ま
し
た
。

先
に
、
き
き
ょ
う
公
園
か
ら

始
め
、
撒
布
を
行
う
と
こ
ろ
に

目
印
の
コ
ー
ン
を
置
き
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
撒
布
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
度
、
新
し
い
ポ
ン

プ
を
購
入
し
た
こ
と
も
あ
り
ス

ム
ー
ズ
に
撒
布
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
時
間
足
ら
ず
で
き
き
ょ

う
公
園
を
終
え
、
あ
か
ね
公
園

に
移
動
し
ま
し
た
。
あ
か
ね
公

園
で
も
同
じ
要
領
で
撒
布
し
、

午
前
8
時
過
ぎ
に
作
業
は
終
了

し
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
公
園
の
藤
棚
の
下

で
少
し
休
憩
し
て
解
散
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。

公
園
で
除
草
薬
を
撒
布
す
る
親
和
会

親
和
会

公
園
に
除
草
薬
の
散
布
を
行
う

作業終了後、藤棚の下でくつろぐ参加者

雨
で
延
期
と
な
っ
た
お
宮
の

清
掃
を
５
月
１
日
㈯
、
午
前
９

時
よ
り
宮
総
代
を
始
め
と
し
て

約
50
人
が
参
加
し
て
お
宮
及
び

周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

お
宮
の
境
内
や
道
路
、
側
溝

に
は
枯
葉
や
ゴ
ミ
が
溜
ま
り
、

ホ
ウ
キ
や
熊
手
で
寄
せ
集
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
詰
め
て
い

き
ま
し
た
。

ま
た
、
拝
殿
も
女
性
の
手
で

掃
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
度
は
何
年
ぶ

り
に
祭
り
の
昇
り
旗
用
に
新
し

い
竹
を
２
本
切
り
出
し
ま
し
た
。

枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
を
詰
め
込
ん

だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

午
前
10
時
前
に
は
作
業
を
終

え
、
長
櫓
定
雄
宮
総
代
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
解
散
し
ま
し
た
。

清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

こ
の
度
、
清
掃
用
具
や
草
刈

り
機
の
運
搬
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ

の
運
搬
の
た
め
、
車
を
提
供
さ

れ
た
長
櫓
新
市
さ
ん
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

清
掃
後
、
お
礼
を
述
べ
る
長
櫓
宮
総
代

お
宮
の
境
内
や
道
路
を
清
掃
す
る
皆
さ
ん

お
宮
の
境
内
や
道
路
を
清
掃
す
る
皆
さ
ん

お
宮
及
び
周
辺
の
清
掃
を
行
う

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
対
策
方
法

１

避
難
所
の
過
密
状
態
防
止

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
安
全
を

確
認
し
た
う
え
で
親
族
・
友
人
宅

へ
の
避
難
や
、
自
宅
で
の
垂
直
避

難
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
区
域

内
に
加
え
隣
接
小
学
校
区
の
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
。

・
避
難
者
同
士
の
間
隔
を
２
メ
ー

ト
ル
程
度
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

・
大
雨
時
に
浸
水
被
害
想
定
の
無

い
避
難
所
で
車
中
泊
避
難
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

・
ホ
テ
ル
や
旅
館
等
の
活
用
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

２.

避
難
所
の
衛
生
管
理
及
び
避

難
者
の
健
康
管
理
の
徹
底

・
定
期
的
な
体
温
測
定
や
清
掃
、

消
毒
な
ど
感
染
症
予
防
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

３.

避
難
者
自
身
の
感
染
予
防
・

感
染
拡
大
防
止
措
置
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
個
人
で
必
要
な
マ
ス
ク
、
除
菌

シ
ー
ト
や
体
温
計
、
食
料
等
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
対
策
用
品
を
配
備
し
ま
す
。

（
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
非
接
触
体

温
計
等
）

・
咳
を
す
る
時
は
、
ハ
ン
カ
チ
等

で
口
を
押
さ
え
る
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
お
願
い
し
ま
す
。

４.

体
調
不
良
の
避
難
者
へ
の
適

切
な
対
応

・
発
熱
や
咳
の
あ
る
避
難
者
の
た

め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
（
居
室
・
ト

イ
レ
）
を
確
保
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

田
井
宮
司
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
（
白
石
）

白
石

今
保

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
安
全
祈
願
祭
行
わ
れ
る

ポ
ン
プ
場
整
備
の
目
的

笹
ヶ
瀬
川
西
側
地
区
（
花
尻
、

白
石
、
久
米
、
今
保
）
で
は
、

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
床
上
浸

水
１
６
５
棟
、
床
下
浸
水
８
２

９
棟
の
甚
大
な
被
害
発
生
は
記

憶
に
新
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
森
市
長
は
、
市
議
会
で
の

質
問
に
「
７
月
豪
雨
と
同
等
の

雨
量
で
も
浸
水
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
今
保
地
区
と
白
石
地
区

に
都
市
型
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置

す
る
」
と
答
弁
し
、
用
地
買
収

等
の
地
元
の
皆
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
工
事
着
工
と
な
り
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
完
成
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

工事地内を清める田井宮司(白石)


